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チリ女性の胆嚢がんの危険因子について
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　チリ国サンチャゴ市内の病院において，1992年1月から94年8月までに登録された，胆嚢がん患者90例に

ついて患者―対照研究を行った。対照者は病院外来患者から選び，全員に腹部エコー検査を実施した。患者

それぞれに性・年齢をマッチさせた対照者2例；1例は胆石を有する者，他の1例は有しない者を割り当て

た。あらかじめ訓練された医学部生が家庭訪問して，インタビュー方式による調査を行った。今回は女性74

組に的を絞り，以下のような結果を得た。

　1.　教育年数6年以下，Body Mass Index 24以上，便秘，鶏卵，フライ類，緑色および赤色唐辛子の摂取

は有意に高いオッズ比を示した。唐辛子の摂取については両者とも，頻度に従ってオッズ比が有意に上昇し

た。

　2.　食思不振等胆道系の自覚症状および胆石症の既往も高いオッズ比を示したが，胆石症と深く関連して

おり，独立した胆嚢がんの危険因子とは考えられなかった。

　3.　腸管寄生虫症および手術の既往，ホルモン療法，工業全体および衣類・繊維工業の従事者は有意に低

いオッズ比を示したが，教育年数やrecall baiasによる影響を受けていると考えられた。

　4.　条件付きロジスティック・モデルを適用し，胆石を持つ対照群と比較すると，便秘の習慣を有する者

のリスクは2.10（95％信頼区間1.01～4.38）と有意であり，また赤色唐辛子を1日1回以上摂取する者は，

1日1回未満，ほとんど食べない者に対して，それぞれ2.16（1.27～3.66），4.66（1.63～13.40）とリスクが上

昇した。

　以上の結果から，チリ女性の胆嚢がんの発生には，胆石の存在下に便秘，唐辛子の摂取が関与していると

考えられる。これらが真の危険因子であると言えるのか，あるいは単に偽の関連性を認めたに過ぎないのか

について，今後も研究を続ける必要がある。
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